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憲
法
改
正
の
是
非
、
安
心
で
き
る
年

金
制
度
、
消
費
税
増
税
の
是
非
な
ど
を

め
ぐ
り
注
目
さ
れ
た
参
院
選
は
21

日
、

投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
、
自
民
・
公
明
・
維
新
な

ど
の
改
憲
勢
力
は
改
憲
発
議
に
必
要
な

３
分
の
２
を
割
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
上
越
市
に
お
い
て
私
た
ち
議
員

団
は
、
新
潟
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
野
党
の
共
同
に
よ
り
憲
法
改
悪
、

消
費
税
増
税
反
対
、
安
心
で
き
る
年
金

制
度
の
確
立
を
か
か
げ
る
「
う
ち
越
さ

く
ら
」
候
補
を
当
選
さ
せ
る
た
め
に
、

ま
た
比
例
区
で
は
井
上
さ
と
し
候
補
を

当
選
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

き
ま
し
た
。 

 

上
越
市
で
は
、
選
挙
区
で
自
民
党
の

現
職
を
約
５
０
０
０
票
引
き
離
し
、
う

ち
越
当
選
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
比
例
で
も
５
３
９
８
票
を
獲
得
、

井
上
さ
と
し
当
選
の
た
め
に
一
定
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

橋
爪
議
員
団
長
は
今
回
の
結
果
に
つ

い
て
、
「
何
よ
り
も
ご
支
援
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
憲
法
改
悪
の
動
き
に
一
定
の

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
一
番
う
れ
し
い
。
上
越
市
で
は
、
３

年
前
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
市
民
と
野

党
の
共
同
を
進
化
さ
せ
た
結
果
、
国
政

選
挙
は
３
連
勝
と
な
っ
た
。
今
回
も
上

越
市
で
の
奮
闘
が
勝
利
に
貢
献
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
比
例
に
つ
い
て
は
、
現

有
議
席
を
１
つ
下
回
る
結
果
と
な
っ
た

が
、
次
の
衆
院
選
に
向
け
て
、
い
ま
か

ら
準
備
し
て
い
き
た
い
」
と
の
談
話
を

発
表
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
同

日
、
投
開
票
さ
れ
た
お
隣
の
妙
高
市
議

選
に
も
支
援
に
入
り
、
霜
鳥
栄
之
、
丸

山
政
男
両
候
補
の
当
選
の
た
め
に
奮
闘

し
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
両
候
補
が

当
選
し
、
議
案
提
案
権
を
再
び
確
保
で

き
た
こ
と
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
力
を
合
わ
せ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
平
和
を
守
る

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 

（
下
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
23

日
、
う
ち
越
さ
く

ら
さ
ん
が
上
越
選
挙
事
務
所
に
挨
拶
に
来
ら

れ
た
時
に
、
各
野
党
、
各
団
体
等
の
代
表
が

手
を
つ
な
い
で
当
選
を
祝
っ
た
と
き
の
風
景

を
描
い
た
も
の
で
す
） 

 

 上越市議会の議員定数及び報酬

等の在り方検討委員会が23日行

われ、これまでの議論をまとめ、

「議員定数、報酬は現状通り。政

務活動費は会派分を減額し、個人

分を増額する」ことで合意しまし

た。正式には年度内に所定の手続

きを経て決まります。 

 日本共産党議員団はこれらの問

題について、議員団ニュースなど

でも一定の報道をしてきました

が、近く、議員団のホームページ

に「日本共闘議員団の見解」全文

を掲載します。ここでは大要を掲

載します。 

 ………………………………… 

【議員定数】議員定数は現状通

りとする。議員定数は市民の意

見がいかに反映されるかが重要

だ。その意味では定数削減は市

民の声を削ることになる。議会

制民主主義の根幹に関わる問題

である。一部に「議員の身分に

関わる問題」「財政が厳しい中

で議員自らも痛みを覚悟しなけ

ればならない」と言われる議員

もいるが、これは全くの認識違

いである。痛みを受けるのは政

治の主体者たる市民である 。 

【議員報酬】有識者会議では、

「果たして報酬を引き上げたか

らと言って本当に議員として頑

張ろうというものにつながるの

か疑問だ」という声が出た。ま

た、「報 酬 を あ げ る と い う 前

に、議会や議員の活動が市民の

ためになっているのか、議員仕

事の重要性を理解してもらうこ

とが先ではないか」等の意見が

出されたが、もっともであると

考える。議会改革については当

市議会では先進的取り組みに向

け努力をしているが、その「見

える化」が課題でもある。いず

れにしても議員活動・議会活動

が市民から信頼を得ることが先

である。  

【政務活動費】現状維持。上越

市議会では、支出は1円からの

領収書が必要であること

やインターネット公開が

されるなど、公正性、透

明性がしっかりと担保さ

れている。このことを市

民にしっかりと理解して

もらう努力をした上で、

検討を進めていくことが

求められる 。 


